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わ
が
国
の
国
民
医
療
費
は
、急
速
な
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
等
に
よ
り
増
加
の
一
途
を
辿
っ

て
い
る
。
特
に
高
齢
者
の
医
療
費
は
全
体
の
約
6
割
を
占
め
、
こ
れ
を
支
え
る
現
役
世
代
の
負

担
は
際
限
無
く
増
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
健
保
連
の
推
計
で
は
、
全
て
の
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
と
な
る
2
0
2
5
年
度
に
は
、
国
民
医
療
費
は
58
兆
円
に
増
加
し
、
支
え
る
側
も
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
年
間
保
険
料
は
2
0
1
7
年
度
に
比
べ

約
17
万
円
も
増
加
す
る
。
現
状
、
す
で
に
現
役
世
代
の
負
担
は
限
界
に
達
し
て
お
り
、
今
後
、

こ
れ
を
さ
ら
に
大
き
く
超
え
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
我
々
健
康
保
険
組
合
は
、
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
過
重
な
費
用
負
担
に
よ
り
、
長
年
に
渡
り
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
重
す
ぎ
る
負
担
に
止
む
な
く
解
散
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
今
ま
さ
に
自
ら
の
存

立
さ
え
危
う
い
存
亡
の
危
機
に
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る
側
が
共
に
倒

れ
、
国
民
生
活
の
安
心
の
基
盤
で
あ
る
「
皆
保
険
制
度
」
の
崩
壊
が
現
実
の
も
の
と
な
る
。

　

制
度
の
持
続
性
を
高
め
、
国
民
の
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
来
年
10
月
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
等
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
、
現
役
世
代
に
偏
っ
た
負
担
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
「
高
齢

者
医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
」
を
断
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
拠
出
金
負
担

に
50
％
の
上
限
を
設
け
、
50
％
を
超
え
る
部
分
は
国
庫
負
担
と
し
て
、
現
役
世
代
の
負
担
に
一

定
の
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
高
齢
者
の
患
者
負
担
を
２
割
と
す
る
な
ど
、
高
齢
者
に
も
応
分
の
負
担
を
求
め
る

と
と
も
に
、「
生
涯
現
役
」「
高
齢
者
の
就
労
機
会
の
増
」
等
、
社
会
保
障
と
い
う
御
輿
の
担
ぎ

手
で
あ
る
支
え
る
側
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
平
な
負
担
に
よ
る
「
全
世
代
型
の
社
会
保

障
制
度
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

も
は
や
一
刻
の
猶
予
も
な
い
。
国
は
こ
う
し
た
現
状
と
皆
保
険
制
度
の
価
値
を
十
二
分
に
認

識
し
、
改
革
に
向
け
て
早
急
に
踏
み
出
す
べ
き
で
あ
る
。

　

我
々
健
康
保
険
組
合
は
、
こ
れ
ま
で
自
主
・
自
立
の
精
神
の
も
と
、
労
使
と
一
体
と
な
っ
て
、

加
入
者
の
実
態
に
沿
っ
た
き
め
細
か
い
健
康
保
持
・
増
進
、
疾
病
予
防
な
ど
の
効
果
的
・
効
率

的
な
保
健
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
優
れ
た
保
険
者
機
能
を
発
揮
し
て
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
や
健
康
経
営
な
ど
に
取
り
組
み
、
従
業
員
と
そ
の
家
族
3
0
0
0
万
人
の
健
康
と
安
心

を
守
る
と
と
も
に
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
も
貢
献
し
て
健
康
な
高
齢
者
を
増
や
し
、
支
え
ら
れ

る
側
か
ら
支
え
る
側
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
等
、
持
続
性
あ
る
制
度
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組

み
、
わ
が
国
の
宝
で
あ
る
皆
保
険
制
度
を
守
り
抜
く
決
意
で
あ
る
。

　

改
革
の
先
送
り
は
許
さ
な
い
。
こ
こ
に
我
々
健
康
保
険
組
合
の
決
意
と
覚
悟
を
示
し
、
次
の

事
項
の
実
現
を
期
し
組
織
の
総
意
を
も
っ
て
決
議
す
る
。

一
、
拠
出
金
負
担
に
50
％
の
上
限
、
現
役
世
代
の
負
担
に
歯
止
め
を

一
、
高
齢
者
の
2
割
負
担
な
ど
負
担
構
造
改
革
の
早
期
実
現

一
、
実
効
あ
る
医
療
費
適
正
化
対
策
の
確
実
な
実
施

一
、
保
健
事
業
の
推
進
に
よ
る
健
康
寿
命
延
伸
と
社
会
保
障
の
支
え
手
の
確
保
を

拠
出
金
負
担
に
50
％
の
上
限
、現
役
世
代
の
負
担
に
歯
止
め
を

　

日
本
は
世
界
に
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

年
々
増
加
す
る
高
齢
者
医
療
費
に
対
し
、
そ
れ
を
支
え
る
現
役
世
代
は

減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
健
保
組
合
の
高
齢
者
医
療
費
へ
の
拠
出

金
負
担
は
も
は
や
限
界
を
超
え
、
過
重
な
負
担
に
止
む
な
く
解
散
を
選

択
せ
ざ
る
を
得
な
い
健
保
組
合
が
後
を
絶
た
ず
、一
刻
の
猶
予
も
な
い
。

支
え
手
で
あ
る
現
役
世
代
の
負
担
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
少
な

く
と
も
拠
出
金
負
担
に
50
％
の
上
限
を
設
け
、
上
限
を
超
え
る
分
は
国

庫
で
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。

高
齢
者
の
2
割
負
担
な
ど
負
担
構
造
改
革
の
早
期
実
現

　

増
え
続
け
る
高
齢
者
医
療
費
を
国
民
全
体
で
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い

く
か
が
、
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
最
優
先
課
題
で
あ
る
。
現

役
世
代
に
偏
っ
た
負
担
を
是
正
す
る
た
め
、
74
歳
ま
で
2
割
負
担
と

な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
患
者
負
担
を
75
歳
以
降
も
引
き
続
き
2
割
と
す

る
等
、 

高
齢
者
に
も
応
分
の
負
担
を
求
め
る
改
革
を
避
け
て
は
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
、
来
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
引
き
上
げ
等

に
よ
っ
て
必
要
な
財
源
を
確
保
し
た
う
え
で
、
高
齢
者
医
療
費
の
負
担

構
造
改
革
を
断
行
し
、「
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
」
の
実
現
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。

実
効
あ
る
医
療
費
適
正
化
対
策
の
確
実
な
実
施

　

増
加
の
一
途
を
辿
る
医
療
費
の
抑
制
な
く
し
て
安
定
し
た
制
度
の
持

続
性
は
確
保
で
き
な
い
。
病
床
機
能
の
分
化
・
連
携
、
医
療
の
地
域
間

格
差
の
是
正
、
薬
剤
費
の
適
正
化
、
医
療
・
介
護
の
連
携
に
よ
る
給
付

の
適
正
化
、
保
険
給
付
範
囲
の
見
直
し
、
療
養
費
の
不
正
対
策
な
ど
に

着
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
既
存
の
メ
ニ
ュ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ

ら
ゆ
る
施
策
を
通
じ
て
医
療
費
の
適
正
化
・
効
率
化
を
確
実
に
実
施
す

べ
き
で
あ
る
。

保
健
事
業
の
推
進
に
よ
る
健
康
寿
命
延
伸
と

社
会
保
障
の
支
え
手
の
確
保
を

　

わ
が
国
は
超
高
齢
化
と
人
口
の
急
減
と
い
う
多
難
な
時
代
を
迎
え
る

な
か
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
と
い
う
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
健
保
組
合
は
、
加
入
者
の
実
態
に
沿
っ
た
き
め
細

や
か
な
保
健
事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に
展
開
し
て
き
た
。こ
れ
か
ら
も
、

事
業
主
と
一
体
と
な
っ
て
加
入
者
の
健
康
を
守
り
抜
き
、
さ
ら
に
健
康

寿
命
の
延
伸
に
も
貢
献
し
て
、
健
康
な
高
齢
者
が
元
気
に
働
き
続
け
、

支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え
る
側
へ
回
る
「
社
会
保
障
と
い
う
御
輿
の
担

ぎ
手
」
を
増
や
す
こ
と
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
う
し
た
、

健
康
を
創
る
と
い
う
点
で
最
も
効
果
的
に
保
険
者
機
能
を
発
揮
で
き
る

健
保
組
合
方
式
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

平
成
30
年
10
月
23
日

S
T
O
P
現
役
世
代
の
負
担
増
！
改
革
の
先
送
り
は
許
さ
な
い

̶
 

事
業
主
・
加
入
者
と
連
携
し「
健
康
」「
安
心
」そ
し
て
皆
保
険
を
守
り
抜
く ̶

 

平
成
30
年
度　

健
康
保
険
組
合
全
国
大
会

　

平
成
30
年
10
月
23
日
、
東
京
・

丸
の
内
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
て｢

平
成
30
年
度　

健
康
保
険

組
合
全
国
大
会｣

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
の
健
康
保
険
組
合
か

ら
約
４
、
０
０
０
人
が
集
結
し
、

「
S
T
O
P
現
役
世
代
の
負
担
増
！

改
革
の
先
送
り
は
許
さ
な
い
」
を

副
呼
称
に
下
記
決
議
を
採
択
し
ま

し
た
。

決

議





認知症

がん

高血圧

うつ病

虚血性
心疾患

糖尿病

肥満

脳血管
障害 ぜんそく

睡眠

二度寝、三度寝をし眠れなくなるまで眠る

二度寝 三度寝

12

6

39zzz

12

6

39

12

6

39

30分
早める

42度
以上

12

6

39



歩きたくなる

熊
野
古
道
・
那
智
山
石
段
ウォーク

熊
野
古
道
・
那
智
山
石
段
ウォーク

　

熊
野
は
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
に
登
録
さ
れ
た
山
岳
霊
場
の
１
つ
で
、
古

来
よ
り
多
く
の
人
の
信
仰
を
集
め
る
。「
熊
野
本ほ

ん

宮ぐ
う

大
社
」「
熊
野
速は

や

玉た
ま

大
社
」「
熊
野
那
智
大
社
」

を
含
む
熊
野
三
山
を
参
拝
す
る
「
熊
野
詣も

う
で

」
の
た
め
、人
々
が
歩
い
た
参
詣
道
が
「
熊
野
古
道
」
だ
。

そ
の
な
か
の
一
部
、
那
智
駅
か
ら
那
智
大
社
・
那
智
の
滝
に
向
か
う
コ
ー
ス
を
紹
介
し
よ
う
。

　

那
智
駅
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の
と

こ
ろ
に
補ふ

陀だ

洛ら
く

山さ
ん

寺じ

が
あ
る
。
昔
、

南
海
の
彼
方
に
あ
る
と
さ
れ
た
浄

土
を
め
ざ
し
て
船
出
す
る
「
補ふ

陀だ

洛ら
く

渡と

海か
い

」
の
出
発
地
だ
っ
た
と
い

う
。
こ
こ
か
ら
県
道
や
旧
道
を
20

〜
30
分
ほ
ど
歩
き
、「
曼ま

ん

荼だ

羅ら

の
み

ち
」
の
石
碑
か
ら
細
い
道
に
入
る
。

　

林
の
中
を
ゆ
る
や
か
に
登
っ
て

い
く
と
北
条
政
子
の
「
尼あ

ま

将
し
ょ
う

軍ぐ
ん

供

養
塔
」
が
右
手
に
あ
る
。
そ
の
先

の
墓
地
の
脇
を
抜
け
て
車
道
を
し

ば
ら
く
歩
く
と
王
子
神
社
（
市い

ち

野の

々の

王お
う

子じ

跡
）
に
着
く
。
こ
こ
か

ら
さ
ら
に
歩
き
、
川
を
渡
る
と
大

門
坂
の
入
口
だ
。
バ
ス
や
車
で
こ

こ
ま
で
来
て
、
大
門
坂
か
ら
歩
い

て
登
る
観
光
客
も
多
い
。
鳥
居
を

く
ぐ
り
振ふ

り

ヶが

瀬せ

橋ば
し

を
渡
る
と
石
畳

の
道
と
な
る
。
ど
っ
し
り
と
し
た

夫
婦
杉
の
間
を
通
り
抜
け
、
山
の

中
の
石
段
を
上
が
っ
て
行
く
。
多た

富ふ

気け

王お
う

子じ

跡
を
過
ぎ
、
登
っ
て
い

く
と
駐
車
場
に
出
る
。

　

こ
こ
か
ら
表
参
道
を
上
が
れ
ば

熊
野
那
智
大
社
に
到
着
。
す
ぐ
隣

に
那
智
山
青せ

い

岸が
ん

渡と

寺じ

が
あ
る
。
参

拝
し
た
ら
、
ご
神
体
の
那
智
の
滝

へ
。
１
３
３
ｍ
の
落
差
は
日
本
一

で
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
下
へ
下

へ
と
流
れ
落
ち
る
水
の
勢
い
に
、

疲
れ
も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
に
感
じ
る
。

補
ふ

陀
だ

洛
ら く

渡
と

海
か い

船
せ ん

補陀洛山寺の境内に
展示されている。

FOODS

塩漬けした高
菜でご飯を包
んだ素朴なお
にぎり

那智勝浦はマグロの水揚げ量が多
く、新鮮なマグロ料理が食べられ
る店がたくさんある。

マグロ料理

めはり寿司
のばすひと 足

7：00～16：30
〈宝物殿〉
8：00～16：00
大人300円

　小・中学生200円
0735-55-0321

夫
ふ

須
す

美
みの

神
かみ

を主神とし
て祀り、創建1700年
を超える荘厳な神社。

熊野那智大社
（本殿）

熊野速玉大神を中心に根本熊野大
権現として、全国数千社に及ぶ熊
野神社の総社。世界平和を祈る樹
齢千年の神木ナギと、 りの信仰
が篤い根本宮。
0735-22-2533

〈熊野神宝館（国宝館）〉
9：00～ 16：00
大人500円（高校生まで無料）

熊野本
ほん

宮
ぐ う

大社
主神の家

け

津
つ

美
み

御
み

子
この

大
おお

神
かみ

を主神として祀
る。熊野三山の中心であり、全国に
4,500社以上ある熊野神社の総本宮。
6：00～19：00
0735-42-0009

〈宝物殿〉
9：00～ 16：00
大人300円　小人100円

熊野速
はや

玉
た ま

大社

那智の滝
（那智大滝、一の滝）
日本の三大名瀑の1つといわれて
いる。上流に二の滝、三の滝がある。

※営業時間や料金などは変更される場合があります。

郷
ごう

倉
ぐら

という年貢米の保管庫があった。

大門坂の
夫婦杉と石畳

尼将軍供養塔 約7㎞　約2時間

那智山青岸渡寺

那智山青岸渡寺
三重の塔

西国三十三カ所第一番札所。現在
の本堂は豊臣秀吉の再建による。
5：00～16：30
0735-55-0001

美しい三重の塔の中には有料
で入ることができる。三重の
塔から眺める那智の滝もよい。
9：00～16：00
300円

8：30～ 16：00
0735-52-2523

補
ふ

陀
だ

洛
ら く

山
さ ん

寺
じ

那智勝浦町観光協会
0735-52-5311

http://www.nachikan.jp/

王子神社（市野々王子跡）

和

歌
山
県

那智勝浦町

大門坂から
熊野那智大社に
向かう石段

「「曼曼
ま んま ん

荼荼
だだ

羅羅
らら

のみち」のみち」
石碑石碑

JR紀勢本線
那智駅下車

烏石
初代天皇、神

かむ

日
やま

本
と

磐
いわ

余
れ

彦
びこの

命
みこと

（神武天皇）を、奈
良の橿原まで道案内をした八

や

咫
た

烏
がらす

が、ここで烏
石に姿を変えて休んでいると伝えられる石。







生まれ月
による

穏やかながらも、慎
重さが求められる
１年。何となく気乗
りしないことはムリに進めないこと。問題
解決には家族が一番の味方になってくれま
す。日頃からコミュニケーションを密にし
ておきましょう。愛情面は肝心なときに邪
魔が入り、もどかしいこともありますが、
募る想いが深い愛情を育てる好結果となり
ます。母方の親類から譲られるものが幸運
を引き寄せてくれそう。

♦幸運のスポット ／ 果樹園

対人関係が活性化し、
楽しみごとの多い好
調な１年。老若男女
を問わず、さまざまなタイプの友人ができ
て賑やかな雰囲気に。会合やパーティーな
どには積極的に足を運びましょう。異文化
交流の場で将来の伴侶が見つかる可能性
も。交際費や自己投資を惜しまないことが
開運につながります。懸案事項も徐々に整
い始めます。レジャーは遠方への旅行にツ
キ。憧れの場所を訪れてみては。

♦幸運のスポット ／ レストラン

優先順位を意識して
過ごしたい星まわり。
多忙のなかで新規の
物事に着手するよりも、周辺を整理整頓し
て新たな空間をつくることで運気の流れが
よくなります。ルーティンワークを大切に、
勉強や習い事はマイペースでじっくり進めま
しょう。愛情面では甘い口説き文句に警戒。
腐れ縁は心を鬼にして断ち切りましょう。
旧友との再会はラッキー。率先して同窓会
などを企画するのもおすすめ。

♦幸運のスポット ／ アウトレット店

周囲から頼られる場
面が多く、公私とも
に多忙な運気。予定
をこなそうとスピードアップする反面、せ
っかちになりやすいので注意しましょう。
職場では努力が認められて昇給や昇進の
話が出る予感。年長者にかわいがってもら
えてなにかと得をしそうです。愛情面では
精神的に高め合えるパートナーが出現。衝
突を恐れず自分をさらけ出すと絆が強まり
ます。健康は目の酷使にご用心。

♦幸運のスポット ／ 展望台

よくも悪くも変化の
絶えない多忙な１年。
強い信念があれば状
況を改善できますが、意固地になると横や
りが入るのでご用心。職場での引き継ぎは
時間をかけて慎重にしましょう。愛情面で
の進展速度はスローですが、揺るぎない信
頼関係を築けそう。誠実なパートナーの存
在が心の安心材料になります。余暇はガー
デニングや家庭菜園を楽しむと精神的にも
プラス。貯蓄額が増える可能性も大。

♦幸運のスポット ／ 大きな橋

幸運や仲間のフォロ
ーに恵まれる一方、
気が緩みやすい１年。
「自分が動かなくても何とかなる」という
考えはＮＧ。多少の苦労は覚悟のうえで、
周囲を統率するくらいの気力が運を底上げ
します。愛情面では相手の外見や肩書きに
左右されず、じっくり中身を観察すること。
第一印象も大事ですが会話を重視して。金
運は散財傾向が強まりピンチの暗示。新
製品にすぐ飛びつかないように。

♦幸運のスポット ／ デパ地下

何事にも受け身にな
りやすい１年。じっ
としていると運気も
落ち込む一方です。誘いにはノリよく応え
て、外出の機会を意識して増やすと吉。対
人面では噂好きや愚痴の多い人とは距離を
置き、居心地がよいと感じる相手を選んで
交際しましょう。婚活中なら焦りは禁物。
復縁も慎重に、自分の心に耳を傾けるこ
と。健康は食生活を見直すと体調が改善し
ます。旬の食材を多めに心がけて。

♦幸運のスポット ／ キャンプ場

アクセル全開で元気
に動き回れる好調運。
培ってきた知識や経
験を活かせる場が見つかるでしょう。キャ
リアアップのための転職は迷わずに。ヘッ
ドハンティングされる名誉な出来事もあり
ますが、何事もエスカレートしやすいので
周囲の意見には真 に耳を傾けて。愛情
面では相性のよさを実感できる異性とトン
トン拍子に進展しそう。金銭面はお金を使
うほどめぐりがよくなります。

♦幸運のスポット ／ 美術館

出番が多く活躍の場
に恵まれるアクティ
ブな運気。才能を引
き出してくれる人物との出会いが期待でき
ます。素直に助言を受け入れると大きく伸
びるでしょう。手帳に余白がないほど多忙
になるため、健康管理はしっかりと。外食
続きにならない工夫が必要です。愛情面で
は趣味を通じて意気投合する異性と良縁
の兆し。マメな情報交換がカギを握ります。
運転する人は違反に気をつけて。

♦幸運のスポット ／ 城下町

注目度抜群の強運期。得
意な分野でスポットを浴
びて、存在感が一気にア
ップ。引っ張りだこで行動範囲が拡大しそ
う。周囲への影響力が強まるだけに、発言
の内容には注意しましょう。愛情面では一
目惚れしたりされたりとドラマティックな
様相。ただし、熱しやすく冷めやすい点も
あるので、マンネリ対策を講じると吉。余
暇は芸術鑑賞やアカデミックなセミナーを
受講すると最高の気分転換に。

♦幸運のスポット ／ 劇場

社交性が高まり、人
づき合いに時間とエ
ネルギーを注ぐ１年。
ドレスアップして食事会へという優雅なシ
ーンが増えるでしょう。一方で場の雰囲気
に流されやすく、物事が流動的になりがち。
自分軸をしっかりもって主体性のある行動
を忘れないこと。愛情面ではその気のな
い相手から誤解されないように気をつけ
て。金銭面は不自由しないものの、財布の
紐が緩んで貯めるのは難しそう。

♦幸運のスポット ／ 水族館

華やかさには欠ける
ものの、プライベー
トが充実する安泰な
１年。スタンドプレーは避けて周囲と歩調
を合わせたほうが何事もスムーズに運びま
す。対人関係はストレスを抱えがち。心を
許せる相手とゆっくり語り合う時間を大切
にして。愛情面では嫌われないように感情
を抑える傾向が。長続きさせたければ素の
自分を出すこと。金銭面は好調。うれしい
贈り物など、サプライズが多そう。

♦幸運のスポット ／ ビュッフェ

ルネ・ヴァン・ダール研究所／ステラ・ボンボヤージュ

今今年年のの運運勢勢
３月生まれ１月生まれ

４月生まれ

７月生まれ

10月生まれ

２月生まれ

５月生まれ

８月生まれ

11月生まれ

６月生まれ

９月生まれ

12月生まれ
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